


　新型コロナウィルス感染症の影響で、５月に実施予定だった合同体育祭を 10 月 23 日に日程を変更して実施しま
した。河合小中学校の９学年が揃う唯一の機会である合同体育祭でつながりを強めるために、児童生徒たちが試行
錯誤しながら、一生懸命に練習や体育祭本番に取り組む姿が印象に残っています。
　今年度も３部構成で、１部は各学年の表現やリレーで「魅せる」演技を、２部では応援合戦と大玉リレーで「か
かわり」を意識した演技を、３部では綱引きで「一体感」を感じられる演技を目指して、練習から一生懸命に取り
組みました。限られた時間、限られた条件の中で、一つ一つの競技種目に対して全校児童生徒が本気となって取り
組んだことで、演技の完成度が高まり、それぞれのねらいに迫ることにつながったと思います。
　また、児童生徒会が中心となり、９学年の「かかわり」と「一体感」を高めるために、オリエンテーションでの紅白
に分かれての玉入れや、体育祭終了後の自主的な発表を中心とした振り返りの時間を企画することで、児童生徒が主役
となって今年度の体育祭を創り上げることができたのだと思います。全校児童生徒が一つの「輪」になる姿に、仲間と
協力し、一生懸命に行事に取り組むことの大切さを改めて感じました。そして、この合同体育祭での学びを一つの行事
として終わらせるのではなく、次の行事へ、普段の学校生活、学級づくりへとつなげていけることと思っています。
　3学期は、3月 14 日に「小中特たて割りふれあい講座」を計画しています。本年度は当初、特別支援学校の児童
生徒の参加を計画していましたが、新型コロナウィルス感染症の状況を踏まえ例年通り小中学校で実施することと
なりました。一方で、小学校の参加学年を広げ、４～９年生が 2 0 講座に分かれることで、普段の授業や行事では
得られない学びや縦のつながりをねらいとしています。2 0 講座のうち６講座では、地域の方々を講師としてお招
きし、子どもたちに直接教えていただきます。また、会場は河合小中のほか、河合地区の施設（掘井城跡ふれあい
公園、アルテ、河合歴史散歩で訪れる史跡）などを利用し、地域を知るきっかけになることを願っています。子ど
もたちにとって、新たな気持ちでこの河合地区のよさを感じ、学年や学校の枠を超えた出会いやかかわり、豊かな
学びが得られる機会になることを期待しています。

　今年度も、河合小学校の5年生が河合中学校舎の生活にふれることを主な目的として２学期に２日間の「ふれあい

の日」を実施しました。（1学期と 3学期は新型コロナウィルス感染症の状況のため中止しました）

　当日は、中学校舎で５年生が６・７・８・９年生との合同授業を受けました。６年生と総合、7 年生と学活、8

年生と英語、9 年生と体育の授業を一緒に行いました。９年生との合同体育はバスケットボールでした。パスやド

リブル、シュートなどを上手に出来る方法を教えてもらいました。一緒に練習をしましたが、「どうやったらいいの

か」など学年を超えて話し合う姿もありました。７年生との学活では、新聞を使ってタワーを作り、高さを競い合

う中で、子どもたち同士の自然なやり取りの姿がたくさん見られました。

　また、中学校舎の調理室で家庭科の調理実習をしみそ汁を作りました。いつもと違った雰囲気の中でしたが、上手

に作ることができ、５年生の喜ぶ姿が見られました。1日の最後には、上級生と一緒に清掃に取り組みました。子

どもたち同士がつながることも「ふれあいの日」の目的です。一つひとつの姿の中に河合小中一貫教育で培ってき

た温かさが見えました。

2. 文化づくり

3. ふれあいの日

〈結束　～想いはひとつ～〉
　（体育祭スローガン）


